
　
２
月
21
・
22
・
23
日

の
３
日
間
に
渡
り
、
干

溝
歌
舞
伎
の
師
匠
で
あ

る
三
桝
清
次
郎
さ
ん
が

芝
居
の
稽
古
の
た
め
干

溝
を
訪
れ
た
。

　
稽
古
会
場
は
干
溝
の

集
落
セ
ン
タ
ー
﹁
や
ま

び
こ
﹂。
子
ど
も
歌
舞

伎
の
演
目
は
﹁
忠
臣
蔵

外
伝
・
大
石
東
下
り
﹂。

師
匠
は
、
武
士
が
交
わ

す
言
葉
、
気
持
ち
の
動

き
な
ど
、
細
か
な
所
ま

で
指
導
し
て
い
っ
た
。

﹁
台
詞
の
心
を
肝
に
入
れ

て
語
ろ
う
、
台
詞
の
意
味

や
背
景
が
分
か
っ
て
い
る

と
良
い
芝
居
に
な
る
﹂
な

ど
と
丁
寧
に
教
え
て
い
っ

た
。
子
ど
も
達
も
真
剣
な

表
情
で
師
匠
の
言
葉
に
耳

を
傾
け
た
。

︱
︱
︱

◇

︱
︱
︱

　
午
後
か
ら
は
﹁
双
蝶
々

曲
輪
日
記
・
引
窓
﹂
の
稽

古
。
こ
の
演
目
は
派
手
な

場
面
や
立
ち
回
り
は
無

く
、
登
場
人
物
の
想
い
、

肉
親
の
情
愛
が
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。
役
者

の
台
詞
で
芝
居
が
進
む

の
で
、
こ
の
日
の
稽
古

で
も
台
詞
の
言
い
方
の

直
し
な
ど
が
中
心
と
な

っ
た
。
清
次
郎
師
匠
は

﹁
台
詞
に
も
っ
と
抑
揚

を
つ
け
て
﹂﹁
こ
こ
は

捨
て
台
詞
で
、
ブ
ツ
ブ

ツ
言
っ
て
次
か
ら
ち
ゃ

ん
と
し
た
台
詞
に
﹂
と

指
導
。
時
に
は
﹁
そ
こ

は
違
う
。
も
っ
と
驚
か

な
い
と
。
そ
の
言
い
方

は
筋
を
知
っ
て
い
る
人

の
言
い
方
﹂
と
厳
し
い

指
摘
も
。

21
日
の
稽
古
は
１
時

半
か
ら
９
時
ま
で
続
い

た
。
４
月
の
本
番
ま
で

あ
と
50
日
。
真
剣
そ
の

も
の
の
稽
古
は
続
く
。

︱
︱
︱

◇

︱
︱
︱

●
チ
ケ
ッ
ト
は
特
別
席
と

松
席
が
完
売
。
竹
席
４

千
円
、
梅
席
３
千
円
、

桜
席
２
千
円
が
販
売
さ

れ
て
い
る
。

●
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
も
行
わ
れ
る
。

●
当
日
の
昼
食
用
の
弁
当

な
ど
も
出
店
の
４
店
で

予
約
が
始
ま
る
。

４
月
11
日
の〝
再
発
進
〞魚
沼
干
溝
歌

舞
伎
。
大
人
も
子
ど
も
も
一
生
懸
命

の
稽
古
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

感
動
の
地
芝
居
へ

ご
案
内
①

三
桝
清
次
郎
師
匠
が
３
日
間
指
導

本
格
の
稽
古
始
ま
る

花ひらく
干溝歌舞伎

花ひらく
干溝歌舞伎

子ども歌舞伎の稽古

双蝶々曲輪日記「引窓」

子ども歌舞伎の稽古

双蝶々曲輪日記「引窓」

三
桝
清
次
郎
師
匠

三
桝
清
次
郎
師
匠

これは越南タイムズ２月２６日号の記事です。

今後、「干溝歌舞伎」の解説などを毎週連載してくれるそうです。

どんな内容になるか楽しみです。


